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 本研究では、キルギスにおける JICA ボランティア事業が果たしている役割について考察する。
本研究の目的は、筆者がフィールドワークで訪れたキルギス共和国において、JICA ボランティ
ア事業がどのような成果を上げているか、一方どのような課題を抱えているかを明確にすることで




集と分析に基づき、キルギスにおける JICA ボランティア活動の成果と課題を検証する。 
 The present study aims to clarify the achievements and difficulties of JICA`s overseas volunteer activities 
by focusing on the Kyrgyz Republic and to discuss the role of Japan overseas volunteer activities.   
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はじめに  
 JICA ボランティア事業は、日本政府の政府開発援助（以下は ODA）の一環として、独立行政法人








ら、青年海外協力隊に関する先行研究を整理する。第 2 節では、キルギスにおける JICA ボランティア
事業を概観し、次節では、現地調査の内容を説明した上で、得られた結果を基に本事業の成果や課題に
ついて分析する。そして、第 4 節では、調査の結果を踏まえながら、日本の対キルギス外交政策におけ





















































マレーシア、カンボディアの 4 カ国に 26 人の協力隊員が派遣されて以降、派遣先国、派遣員数も年々
                                                        
2 岡部恭宜（2014）．「青年海外協力隊の 50年」、国際問題 637 号、pp.26-36 
3 上記と同様。 
4 金子洋子(2005)．｢青年海外協力隊｣ 内海正治（編）『国際協力を学ぶ人のために』世界思想社、p.76 
5 外務省「草の根外交官が紡いだ絆・青年海外協力隊 50 周年」
http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/pr/wakaru/topics/vol126/index.html 2015年 12月 10 日閲覧。 
ヌルマンベトヴァ アクベルメット「キルギスにおける日本の海外ボランティア活動の成果と課題」 
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挙げられている。2015 年の現在は 71 カ国において 2091 人の協力隊員が活動中である。JICA ボランテ
ィア事業の地域別事業実績は図 1 の通りである。地域別実績から分かるように、アジアに次いで、地理
的に離れているアフリカや中南米を中心にボランティア事業が行われている。現在、JICA ボランティア
事業の枠組みで表 1 で示された 4 種類の活動が実施されている。 
 



















出所：JICA ホームページより 8 
 
                                                        
6 独立行政法人国際協力機構（JICA）青年協力隊事務局『JICA ボランティア』2015、p.5 
7 JICA ボランティア http://www.jica.go.jp/volunteer/outline/publication/results/ 2015年 8月 20日閲覧。 
8 JICA ボランティア http://www.jica.go.jp/volunteer/message/ 2015年 8 月 20日閲覧。 






「人的資源」が全体の 49％を占め、「計画・行政」が 20％、次に「保健・医療」が 18％の順で続いてい
る（図 2 を参照）。 
 
図 2．協力隊職種別派遣実績 
出所：JICA ホームページより 9。 
  











して約 2000 キルギスソム（約 40US ドル）を JICA が負担し、光熱費や食費は無料になっている。 
キルギスへの青年海外協力隊及びシニア海外ボランティアの派遣は 2000 年より開始され、主に首
都圏やチュイ州、ナリン州、イシククル州のキルギス北部を中心に 2015 年 1 月時点まで 190 人のボラ
ンティアが派遣されている。表 2、図 3．及び図 4．からは、日本のボランティアに対するキルギス側の
要請及び JICA ボランティア事業の全体的な傾向が把握できる。職種別ボランティア派遣実績の累積を
見ると、「人的資源」が 49％、「計画・行政」が 21％、次に「社会福祉」や「保健・医療」と続き、それ
ぞれ 9％と 8％になっている。「人的資源」の中でも青少年活動（35 人）が最も多い。キルギスの場合の
みならず、JICA ボランティア事業全般においても「人的資源」が大きい割合を占めていることから、日
                                                        
9 JICA ボランティア 青年海外協力隊派遣実績













ィアの募集は年に 2 回行われ、派遣期間は基本的に 2 年間となっている。JICA ボランティア事業が始
まった 2000 年は 4 人の派遣を皮切りに、徐々にキルギスにおけるボランティアの派遣人数が増加して
きた（図 4）。2005 年 3 月キルギス国内で起こった政治変動やその後続いた政治的に不安定な状況によ
り 2005 年-2006 年はボランティア新規派遣人数がそれぞれ 7 人、3 人と一時的に減少が見られたが、年
ごとの派遣滞在中のボランティアの平均人数は約 30 人前後である。現在はキルギスの首都圏において
14 人、イシククル州では 15 人、ナリン州において 4 人のボランティア、合計で 33 人が活動している
（2015 年 5 月時点）。 
 
図 3.キルギスにおける JICA ボランティア職種別派遣実績 
（2015 年 1 月時点、累積） 
 
 
出所：JICA 提供資料に基づき筆者が作成 11。 
  
                                                        




















表 2．キルギスにおける JICA ボランティア年度別実績（2000 年～2015 年 1 月時点） 
*SV（Senior Volunteer）‐シニアボランティア 
JV(Junior Volunteer)‐青年海外協力隊 
年度 SV JV 職種 人数 








2001  1人 生花 １ 
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表 2 続き 
年度 SV JV 職種 人数 
































































































表 2 続き 
年度 SV JV 職種 人数 


















































                                                        
12上記と同様。 
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13上記と同様。 





調査方法 調査期間 調査対象者 派遣期間 ボランティアの
職種 
性別 
インタビュー 2014.09.15 回答者＃1 JICA事務所関係者 （現地人） 女 
アンケート 2014.09.20 回答者＃2 JICAボランティア 2014-2016 青少年活動 男 
アンケート 2014.09.27 回答者＃3 JICAボランティア 2014-2016 青少年活動 女 
アンケート 2014.09.25 回答者＃4 JICAボランティア 2013-2015 養護 女 
アンケート 2014.09.27 回答者＃5 JICAボランティア 2013-2015 村落開発普及員 男 
アンケート 2014.09.21 回答者＃6 JICAボランティア 2013-2015 村落開発普及員 男 
アンケート 2015.06.13 回答者＃7 元ボランティア 2005-2007 作業療法士 女 
アンケート 2015.06.22 回答者＃8 元ボランティア 2007-2009 行政サービス 男 
アンケート 2015.06.13 回答者＃9 元ボランティア 2007-2009 デザイン 女 
アンケート 2015.06.15 回答者＃10 元ボランティア 2007-2009 日本語教師 男 
アンケート 2015.06.16 回答者＃11 元ボランティア 2008-2010 プログラミング 男 
アンケート 2015.06.19 回答者＃12 元ボランティア 2009-2010 道路 男 
インタビュー 2015.06.10 回答者＃13 配属先、首都圏 2013-2015 村落開発普及員 男 
インタビュー 2015.06.24 回答者＃14 配属先、首都圏 2013-2015 村落開発普及員 女 
インタビュー 2015.06.12 回答者＃15 配属先、首都圏 2014-2016 青少年活動 女 
インタビュー 2015.06.15 回答者＃16 配属先、首都圏 2014-2016 青少年活動 女 
インタビュー 2015.06.15 回答者＃17 配属先、首都圏 2014-2016 ラグビー 男 
インタビュー 2015.06.22 回答者＃18 配属先、首都圏 2015-2017 観光業 男 
インタビュー 2015.06.11 回答者＃19 配属先、首都圏 2014-2016 青少年活動 女 
インタビュー 2015.06.17 回答者＃20 配属先、首都圏 2014-2016 青少年活動 女 
インタビュー 2015.06.19 回答者＃21 配属先、首都圏 2013-2015 養護 女 
インタビュー 2015.06.25 回答者＃22 配属先、首都圏 2013-2015 養護 女 
インタビュー 2015.06.19 回答者＃23 配属先、首都圏 2014-2016 青少年活動 女 
インタビュー 2015.06.18 回答者＃24 配属先、首都圏 2014-2016 青少年活動 女 










インタビュー 2015.06.03 回答者＃27 配属先、イシククル
州 
2015-2017 青少年活動 男 
インタビュー 2015.06.03 回答者＃28 配属先、イシクク
ル州 
2013-2015 青少年活動 女 
インタビュー 2015.06.04 回答者＃29 配属先、イシクク
ル州 
2014-2016 村落開発普及員 女 
インタビュー 2015.06.04 回答者＃30 配属先、イシクク
ル州 
2013-2015 観光業 女 
インタビュー 2015.06.04 回答者＃31 配属先、イシクク
ル州 
2013-2015 村落開発普及員 女 
インタビュー 2015.06.04 回答者＃32 配属先、イシクク
ル州 
2014-2016 青少年活動 男 
インタビュー 2015.06.05 回答者＃33 配属先、イシクク
ル州 
2013-2015 村落開発普及員 女 
インタビュー 2015.06.05 回答者＃34 配属先、ナリン州 2014-2016 青少年活動 女 
インタビュー 2015.06.08 回答者＃35 配属先、ナリン州 2014-2016 日本語教師 男 
インタビュー 2015.06.08 回答者＃36 配属先、ナリン州 2013-2015 観光業 男 
インタビュー 2015.06.08 回答者＃37 配属先、ナリン州 2014-2016 村落開発普及員 男 
 
４． 調査結果と考察 JICA調査の結果と考察 




的についてだが、「21 世紀の JICA ボランティア事業のあり方」(2002)によると、JICA ボランティア事業
ヌルマンベトヴァ アクベルメット「キルギスにおける日本の海外ボランティア活動の成果と課題」 
















































                                                        
14 国際協力事業団「21世紀の JICAボランティア事業のあり方」、2002 
15 国際協力事業団青年海外協力隊事務局 「ボランティア事業への国別・地域別アプローチの適用」調査
研究報告書、2001、p.18 








































































































                                                        
16 2013 度より「村落開発普及員」の職種の名称が「コミュニティ開発」という名前に変更されている。 
















































































































































































































                                                        
17 『青年海外協力隊発足 20 周年特別報告』（外務省経済協力局著、外務所経済協力局、1985）、『青年海外
協力隊事業評価調査報告書』（アースアンドヒューマンコーポレーション、2002）、『国際協力における海外
ボランティア活動の有効性の検証』（青年海外協力協会、受託調査研究報告書、2009）など 




























































































































































                                                        
18 内海成治[編]「国際協力論を学ぶ人のために」世界思想社、2005、p.84 
ヌルマンベトヴァ アクベルメット「キルギスにおける日本の海外ボランティア活動の成果と課題」 






































































































                                                        
19 JICA ボランティア事業実施のあり方検討委員会「世界と日本の未来を創るボランティア ～JICA ボラン
ティア事業実施の方向性～」最終報告書、2011、pp.13-14 
ヌルマンベトヴァ アクベルメット「キルギスにおける日本の海外ボランティア活動の成果と課題」 

















































                                                        
20 ゴスチ：ロシア語の гости（gosti）から、「ゲスト」の意味だが、ここでは「おもてなし」、「ご馳走」の
意味で使われている。 







































































































                                                        
21 イポンスキーボランチョール：ロシア語の японские волонтеры（japonskie volontery）から、「日本の
ボランティア達」、「日本人のボランティア達」の意味で使われている。 







































































































                                                        
22「草の根外交官：共生と絆のために ～我が国の海外ボランティア事業～」
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/files/000071861.pdf  2015 年 12 月 10 日閲覧。 
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